
平
成
二
十
二
年
十
一
月
十
一
日
提
出

質

問

第

一

五

二

号

障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

提

出

者

木

村

太

郎
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障
が
い
者
雇
用
に
関
す
る
質
問
主
意
書

菅
民
主
党
政
権
の
経
済
対
策
全
般
に
関
す
る
ス
ピ
ー
ド
感
の
欠
如
し
た
対
応
、
そ
し
て
「
子
ど
も
手
当
」
「
高
速
道
路
無
料

化
」
「
戸
別
所
得
補
償
」
「
高
校
無
償
化
」
な
ど
の
理
念
な
き
バ
ラ
撒
き
政
策
が
行
わ
れ
て
き
た
た
め
、
我
が
国
の
経
済
状

況
、
特
に
雇
用
状
況
は
、
一
層
厳
し
さ
を
増
し
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
障
が
い
者
雇
用
対
策
を
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
政
治
の
重
要
な
役
割
の
ひ
と
つ
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

従
業
員
五
十
六
人
以
上
の
民
間
企
業
に
お
け
る
障
が
い
者
実
雇
用
率
は
、
法
定
基
準
で
は
一
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

最
新
の
実
雇
用
率
は
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
企
業
に
つ
い
て
、
そ
の
数
と
全
体

に
占
め
る
割
合
、
さ
ら
に
都
道
府
県
毎
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

二

一
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

三

公
的
機
関
全
体
の
障
が
い
者
実
雇
用
率
は
、
法
定
基
準
で
は
二
・
一
％
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
新
の
実
雇
用
率
は
何
％
に

な
っ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
法
定
雇
用
率
を
達
成
し
て
い
る
公
的
機
関
に
つ
い
て
、
そ
の
数
と
全
体
に
占
め
る
割
合
、
さ
ら

一



に
都
道
府
県
毎
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

四

三
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

五

独
立
行
政
法
人
に
お
け
る
最
新
の
障
が
い
者
実
雇
用
率
は
何
％
に
な
っ
て
い
る
の
か
示
さ
れ
た
い
。

六

五
に
関
連
し
、
最
新
の
実
雇
用
率
を
ど
の
よ
う
に
分
析
し
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

七

一
か
ら
六
に
関
連
し
、
障
が
い
者
雇
用
対
策
を
今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
、
具
体
的
に
対
応
策
を
示
さ
れ
た

い
。

右
質
問
す
る
。

二


